
福
井
県
に
お
け
る
郷
土
史
研
究
の
動
向 

～
平
成
28
年
～ 

 
 
 
 

福
井
県
立
図
書
館
で
は
、
寄
託
資
料
で
あ
る
松
平
文
庫
の
魅
力
を
広
く
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
松
平
文
庫
テ
ー
マ
展
を
年
数
回
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
の
一
つ
「
真
田
信
繁
は
ど

の
よ
う
な
最
期
を
遂
げ
た
の
か
」
展
は
、
当
館
職
員
が
読
み
解
い
た
史
料
を
基
に
、
新
史

実
と
し
て
展
示
し
た
も
の
で
大
河
ド
ラ
マ
の
人
気
と
相
ま
っ
て
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
全
国
ニ
ュ
ー
ス
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
新
史
実
に
つ
い
て
は
、「
西
尾
宗
次
の
生
涯

―
真
田
信
繁
を
討
っ
た
「
無
名
の
武
士
」
の
実
像
―
」（
長
野
栄
俊
著
・『
若
越
郷
土
研
究
』

第
61
巻
１
号
）
に
詳
し
い
。 

次
に
平
成
28
年
度
に
刊
行
さ
れ
た
主
な
出
版
物
を
紹
介
し
、
県
内
郷
土
史
研
究
の
動
向

と
し
た
い
。 

 ■
歴
史
・
自
治
体
史
・
地
域
史
・
史
跡
調
査
報
告
書 

 

勝
山
市
は
江
戸
時
代
の
勝
山
の
歴
史
を
紹
介
す
る
本
『
も
の
が
た
り 

か
つ
や
ま

の
歴
史 

中
』
を
発
行
し
た
。
越
前
市
教
育
委
員
会
は
『
越
前
市
史 

資
料
編
８
』

を
刊
行
、
越
前
和
紙
の
産
地
で
あ
る
五
箇
地
区
に
残
る
明
治
期
以
降
の
和
紙
関
係
文

書
を
中
心
に
ま
と
め
た
。
大
野
市
教
育
委
員
会
は
小
学
生
を
対
象
に
『
結
の
故
郷
越

前
お
お
の
歴
史
す
ご
ろ
く
』
を
作
成
し
た
。
大
野
市
歴
史
博
物
館
の
開
館
三
十
周
年

を
記
念
し
て
作
ら
れ
た
も
の
。
印
牧
邦
雄
氏
は
『
あ
わ
ら
の
歴
史
と
文
化
』
を
出
版

し
た
。
四
十
年
余
り
前
に
編
纂
し
た
『
芦
原
町
史
』
の
ジ
ュ
ニ
ア
版
と
も
い
え
る
１

冊
。
南
洋
一
郎
氏
は
『
一
乗
谷
城
の
基
礎
的
研
究
―
中
世
山
城
の
構
造
と
変
遷
』
を

出
版
し
た
。
前
編
で
県
内
の
各
城
館
の
現
状
を
、
後
編
で
南
氏
が
今
ま
で
手
が
け
た

研
究
報
告
を
ま
と
め
た
労
作
。
鹿
内
八
千
代
氏
は
『
ヲ
ホ
ト
大
王
と
越
の
古
代
』
を

出
版
。
ヲ
ホ
ト
（
継
体
）
は
な
ぜ
大
王
ま
で
の
ぼ
り
つ
め
る
こ
と
が
出
来
た
の
か
を

論
じ
た
も
の
。 

地
域
史
も
数
多
く
出
版
さ
れ
た
。
福
井
市
東
郷
公
民
館
は
４
年
か
け
て
『
越
前
東

郷
名
所
旧
跡
』
を
ま
と
め
た
。
福
井
市
麻
生
津
公
民
館
は
、
地
区
の
歴
史
や
特
色
を
44

枚
の
札
に
込
め
『
麻
生
津
ふ
る
さ
と
か
る
た
』
を
完
成
さ
せ
た
。
福
井
市
清
水
西
地

区
の
公
民
館
は
同
区
の
歴
史
や
文
化
財
な
ど
を
紹
介
す
る
『
清
水
西
地
区
の
昔
と
今
』

を
刊
行
し
た
。
福
井
新
田
塚
郷
土
歴
史
研
究
会
は
『
ふ
る
さ
と
歴
史
発
掘
第
二
巻
』

を
発
刊
し
た
。
市
民
感
覚
で
埋
も
れ
た
歴
史
を
掘
り
起
こ
す
。
越
前
市
し
ら
や
ま
振

興
会
は
10
年
か
け
て
『
ふ
る
さ
と
白
山
』
を
ま
と
め
た
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
放
鳥
な
ど
、

合
併
以
降
の
動
き
を
収
録
し
て
い
る
。
山
元
摂
氏
ら
は
『
上
吉
野
の
記
録 

印
内
村

の
歴
史
』
を
ま
と
め
た
。
高
尾
察
誠
氏
は
『
新
田
義
貞
公
と
時
衆
・
称
念
寺
』
改
訂

版
を
発
刊
し
た
。
義
貞
の
墓
が
、
か
つ
て
同
寺
の
末
寺
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

の
仮
説
を
示
す
。
南
越
前
町
上
別
所
区
は
『
上
別
所
集
落
史
す
さ
の
お
の
里
』
を
発

行
し
た
。「
坂
井
町
古
文
書
の
会
」
は
昨
年
に
引
き
続
き
江
戸
時
代
の
三
国
の
豪
商
内

田
家
に
関
す
る
『
内
田
璞
（
す
な
お
）
家
文
書 

家
法
録
』
を
刊
行
、
豪
商
の
暮
ら

し
ぶ
り
を
が
う
か
が
わ
せ
る
。
三
浦
三
博
氏
は
郷
土
誌
『
滝
谷
村
は
綿
々
と
今
も
』

を
発
行
し
た
。
江
戸
か
ら
昭
和
時
代
を
中
心
に
坂
井
市
三
国
町
滝
谷
の
歴
史
や
暮
ら

し
な
ど
を
ま
と
め
た
。 

主
な
発
掘
報
告
書
に
は
、『
鷲
塚
遺
跡
』『
杉
谷
遺
跡
』『
小
尉
遺
跡
』（
福
井
県
埋

蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
）、『
福
井
城
跡
19
』『
今
市
遺
跡
２
』（
福
井
市
教
育
委
員

会
）、『
荒
土
町
松
田
遺
跡
』（
勝
山
市
教
育
委
員
会
）、『
兜
山
北
古
墳
・
石
田
中
遺
跡
』

『
今
北
山
古
墳
群
』（
鯖
江
市
教
育
委
員
会
）『
興
道
寺
廃
寺
発
掘
調
査
報
告
書
』（
美

浜
町
教
育
委
員
会
）
な
ど
が
あ
る
。 

 ■
目
録
・
人
物
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク 

 

み
く
に
龍
翔
館
は
『
内
田
璞
家
文
書
目
録
』
を
刊
行
。
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治

前
期
に
か
け
て
三
国
湊
を
代
表
す
る
豪
商
内
田
家
か
ら
寄
託
さ
れ
た
文
書
を
調
査
し

た
も
の
。 

福
井
県
文
書
館
は
『
福
井
藩
士
履
歴
４
』
を
刊
行
。
巻
末
に
角
鹿
尚
計
氏
に
よ
る

解
説
が
寄
せ
ら
れ
た
。
福
井
県
教
育
委
員
会
は
子
ど
も
た
ち
に
地
域
の
魅
力
を
伝
え



よ
う
と
『
ふ
る
さ
と
福
井
の
先
人
100
人
』
を
作
成
し
た
。
福
井
県
立
こ
ど
も
歴
史
文

化
館
は
泰
澄
伝
説
を
も
と
に
紙
芝
居
『
泰
澄
も
の
が
た
り
～
白
山
を
開
く
～
』
を
刊

行
し
た
。
木
下
聡
氏
の
編
著
で
『
若
狭
武
田
氏
』（
戎
光
祥
出
版
）
が
出
版
、
若
狭
武

田
氏
と
そ
の
前
身
で
あ
る
安
芸
武
田
氏
に
つ
い
て
の
13
本
の
論
考
を
収
録
す
る
。
瀧

井
一
博
氏
は
『
渡
邉
洪
基
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
を
出
版
、
旧
武
生
市
出
身
で
帝
国

大
学
初
代
学
長
を
務
め
た
渡
邉
洪
基
に
新
た
な
光
を
当
て
た
一
冊
。
吉
川
博
和
氏
は
、

中
日
新
聞
と
日
刊
県
民
福
井
の
長
期
連
載
を
ま
と
め
て
『
ふ
く
い
湊
町
ブ
ル
ー
ス
』

と
し
て
出
版
し
た
。
県
内
の
個
性
的
な
港
町
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
37
話
を
収
録

す
る
。 

福
井
県
は
「
Ｚ
Ｅ
Ｎ
（
禅
）」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
海
外
か
ら
の
誘
客
活
動
の
一

環
と
し
て
、
英
語
の
高
級
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
Ｚ
Ｅ
Ｎ
，
Ａ
ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
．
Ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ｉ
』

を
作
製
し
た
。
宮
本
数
男
氏
は
『
ふ
る
さ
と
福
井
の
山
』
を
刊
行
。
初
心
者
か
ら
上

級
者
向
け
の
県
内
の
200
山
を
ま
と
め
た
。 

 

■
政
治
・
経
済
・
各
分
野
団
体
史 

 

南
保
勝
氏
は
『
福
井
地
域
学 

地
方
創
生
に
向
け
て
』（
晃
洋
書
房
）
を
出
版
し
た
。

歴
史
・
産
業
特
性
、
県
民
生
活
な
ど
様
々
な
面
か
ら
分
析
整
理
し
、
福
井
の
誇
り
を

解
き
明
か
す
一
冊
。
酒
井
哲
夫
氏
は
『
近
く
て
近
い
国
へ
』
を
発
刊
。
中
国
と
の
草

の
根
交
流
に
長
年
携
わ
っ
て
き
た
氏
が
福
井
の
日
中
友
好
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
。 

各
分
野
団
体
史
で
は
、
県
立
武
生
東
高
等
学
校
『［
福
井
県
立
］
武
生
東
高
等
学
校

三
十
年
史
』、
県
立
ろ
う
学
校
『[

福
井
県
立
ろ
う
学
校]

百
年
史
』、
県
立
坂
井
農
業

高
等
学
校
の
百
年
史
『
歴
史
を
刻
ん
で
一
世
紀
』、
福
井
工
業
高
等
専
門
学
校
『
福
井

工
業
高
等
専
門
学
校
50
年
史
』、
あ
わ
ら
市
波
松
小
学
校
『
あ
わ
ら
市
波
松
小
学
校

休
校
記
念
誌
』、
あ
わ
ら
市
吉
崎
小
学
校
『［
あ
わ
ら
市
］
吉
崎
小
学
校
記
念
誌
』、
福

井
県
立
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
『
20
年
の
あ
ゆ
み
』、
か
す
み
が
丘
学
園
『
創

立
50
周
年
記
念
誌
』、
福
井
い
き
い
き
会
『
福
井
い
き
い
き
会
３
年
３
か
月
の
歩
み
』

な
ど
が
刊
行
さ
れ
た
。 

 ■
宗
教
・
教
育
・
民
俗 

関
根
達
人
氏
ら
は
『
越
前
敦
賀
湊
の
中
近
世
石
造
物
』（
弘
前
大
学
）
を
発
行
し
た
。

二
回
目
と
な
る
今
回
は
敦
賀
市
内
の
中
近
世
墓
標
（
１
８
７
７
基
）
に
関
す
る
成
果

報
告
書
。
道
場
研
究
会
は
『
道
場
さ
ん
を
訪
ね
て
―
越
前
浄
土
真
宗
御
門
徒
を
支
え

た
―
』
を
発
行
し
た
。
県
内
各
地
に
残
る
百
カ
所
以
上
の
「
道
場
」
の
実
態
を
九
年

か
け
て
調
べ
た
も
の
。 

福
井
県
教
育
委
員
会
は
、
子
ど
も
た
ち
に
日
本
語
の
美
し
さ
や
リ
ズ
ム
に
親
し
み
、

表
現
力
を
養
っ
て
も
ら
お
う
と
小
中
学
生
用
に
『
古
典
音
読
・
暗
唱
ノ
ー
ト
』
を
作

製
し
た
。
牧
井
正
人
氏
は
『
感
じ
る
力
で
人
は
、
育
つ
』
を
刊
行
し
た
。
日
本
画
家

菱
田
春
草
が
描
い
た
屏
風
「
落
葉
」
の
複
製
を
使
っ
た
百
回
を
超
え
る
出
前
授
業
の

奮
闘
記
。
子
ど
も
た
ち
が
想
像
力
や
表
現
力
を
発
揮
す
る
姿
を
記
録
す
る
。 

御
食
国
若
狭
お
ば
ま
食
文
化
館
は
『
小
浜
市
の
伝
統
行
事
と
食
』
を
出
版
し
た
。

平
成
25
年
に
小
浜
市
が
実
施
し
た
「
食
と
文
化
の
基
本
調
査
」
の
結
果
を
ま
と
め
た

報
告
書
。
池
田
町
は
『
池
田
町
の
文
化
資
源
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
・
ブ
ッ
ク
』
を
発
行
し

た
。
池
田
町
と
い
う
地
域
に
限
定
し
て
野
生
生
物
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
手
法
を
拠
り
ど

こ
ろ
に
、
文
化
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
を
手
繰
ろ
う
と
し
た
一
冊
。
美
浜
町
佐
田
伝
統
文

化
保
存
会
は
『
繙
き
（
ひ
も
と
き
）』
を
発
行
し
た
。
神
社
の
例
大
祭
か
ら
納
涼
盆
踊

り
ま
で
、
30
の
行
事
を
豊
富
な
写
真
で
紹
介
す
る
。
松
本
孝
三
氏
は
『
北
陸
の
民
俗

伝
承
』（
三
弥
井
書
店
）
の
中
で
「
若
狭
路
の
民
間
説
話
」
と
「
民
俗
社
会
の
中
の
西

行
―
若
狭
・
越
前
を
中
心
に
」
を
ま
と
め
た
。
須
川
建
美
氏
は
『
健
康
と
諸
願
成
就

を
祈
る
庚
申
さ
ん
』
を
ま
と
め
た
。
県
内
で
数
多
く
ま
つ
ら
れ
て
い
る
「
庚
申
」
信

仰
に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の
。
松
村
誠
一
氏
は
勝
山
左
義
長
の
歴
史
な
ど
を
ま
と
め

た
『
平
成
「
勝
山
左
義
長
」
備
忘
録
』
を
出
版
し
た
。 

「
福
井
民
俗
の
会
」
は
活
動
が
停
滞
し
て
い
た
会
の
再
建
を
図
ろ
う
と
、
７
年
ぶ



り
に
機
関
誌
『
え
ち
ぜ
ん
わ
か
さ
』
を
刊
行
し
た
。 

 

■
自
然 

 

福
井
県
は
県
内
の
野
生
動
植
物
の
絶
滅
危
険
度
を
分
析
し
た
『
改
訂
版
福
井
県
の

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
』
を
12
年
ぶ
り
に
発
刊
し
た
。
鯖
江
印
刷
協
同

組
合
は
設
立
30
周
年
を
記
念
し
て
『
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
写
真
集
』
を
作
成
し
た
。
白

崎
重
雄
氏
は
『
福
井
県
の
ス
ミ
レ
』
を
発
行
し
た
。
40
数
年
仕
事
の
か
た
わ
ら
「
ス

ミ
レ
」
研
究
に
携
わ
っ
た
氏
の
集
大
成
と
も
い
え
る
一
冊
。
飯
田
和
質
氏
は
越
前
町

織
田
地
区
の
３
集
落
で
見
つ
け
た
草
花
や
遺
跡
を
紹
介
す
る
本
『
山
里
の
散
歩
道
』

を
発
刊
し
た
。
笹
木
進
氏
は
湿
地
に
絡
む
言
い
伝
え
や
昔
の
出
来
事
な
ど
を
紹
介
す

る
『
聞
き
書
き
中
池
見
今
昔
』
を
発
行
し
た
。 

 

■
工
業
・
土
木
・
建
築
・
家
政
学 

 

国
京
克
巳
建
築
設
計
工
房
は
『
本
荘
春
日
神
社
本
殿
修
理
工
事
報
告
書
』
を
ま
と

め
た
。
本
荘
春
日
神
社
本
殿
は
福
井
県
指
定
有
形
文
化
財
。
小
野
一
氏
は
『
地
方
自

治
と
脱
原
発 

若
狭
湾
の
地
域
経
済
を
め
ぐ
っ
て
』（
社
会
評
論
社
）
を
ま
と
め
た
。

河
野
徳
吉
氏
は
『
奉
書
紙
の
判
元
・
商
人
史
―
内
田
吉
左
衛
門
』
を
発
刊
。
福
井
藩

の
懐
を
賄
っ
た
豪
商
内
田
家
の
栄
枯
盛
衰
を
中
心
に
ま
と
め
た
。 

青
木
捨
夫
氏
は
『
越
廼
・
伝
統
の
魚
介
さ
ば
き
』
の
復
刻
版
を
出
版
し
た
。
基
と

な
っ
た
の
は
40
年
前
に
氏
が
執
筆
し
ガ
リ
版
刷
で
作
っ
た
も
の
。 

 
 
 

■
産
業
・
芸
術
・
文
学 

 

福
井
市
教
育
委
員
会
は
『
名
勝
養
浩
館
（
旧
御
泉
水
屋
敷
）
庭
園
保
存
活
用
計
画
』

お
よ
び
同
概
要
版
を
作
成
し
た
。
全
国
北
前
船
研
究
会
は
全
国
北
前
船
セ
ミ
ナ
ー
開

催
３
０
周
年
を
記
念
し
て
『
北
前
船
に
か
か
る
論
考
・
考
察
集
』
を
ま
と
め
た
。 

 

大
野
市
は
新
成
人
に
向
け
て
写
真
集
『
大
野
へ
か
え
ろ
う
』
を
作
製
し
た
。
日
常

の
何
気
な
い
大
野
の
風
景
を
切
り
取
っ
た
百
枚
の
写
真
集
。
越
前
市
教
育
委
員
会
は

『
文
化
財
か
ら
み
る
越
前
市
の
歴
史
文
化
図
鑑
』
を
発
行
し
た
。
長
谷
光
城
氏
は
『
長

谷
光
城
作
品
集
２
』
を
刊
行
、
２
０
１
１
～
２
０
１
６
年
ま
で
の
作
品
を
紹
介
す
る
。

足
立
直
紀
氏
は
『
若
狭
路
の
み
ほ
と
け
』（
は
が
パ
レ
ッ
ト
）
を
出
版
し
た
。
若
狭
一

円
の
仏
像
を
巡
る
旅
を
イ
ラ
ス
ト
で
綴
っ
た
も
の
。
山
﨑
貞
子
氏
は
『
彫
刻
家 

田

嶼
碩
朗
（
た
じ
ま
せ
き
ろ
う
）』（
共
同
文
化
社
）
を
出
版
。
田
嶼
碩
朗
は
北
大
ク
ラ

ー
ク
像
原
型
の
作
者
。
し
あ
わ
せ
ス
ポ
ー
ツ
協
会
は
『
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・

サ
ー
ク
ル
』
を
作
製
し
た
。
県
内
全
域
を
対
象
に
し
た
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

紹
介
冊
子
の
発
行
は
初
め
て
と
な
る
。 

 

文
学
で
は
、
藤
田
宜
永
氏
の
小
説
『
大
雪
物
語
』（
講
談
社
）
が
第
51
回
吉
川
英

治
文
学
賞
に
、
荒
川
洋
治
氏
の
詩
集
『
北
山
十
八
間
戸
』
が
第
８
回
鮎
川
信
夫
賞
に

選
ば
れ
た
。 

 ■
歴
史
研
究
施
設
の
動
向 

最
後
に
各
施
設
の
主
な
特
別
展
を
紹
介
す
る
。
福
井
県
文
書
館
は
「
遺
さ
れ
た
言

葉
―
最
後
に
何
を
伝
え
た
か
っ
た
の
か
？
―
」「
ふ
く
い
人
は
み
た
！
異
国 

災
害 

大
事
件
」、
福
井
県
立
歴
史
博
物
館
は
「
城
下
町
福
井
の
町
と
人
」「
ふ
く
い
の
婚
礼
」、

福
井
県
立
若
狭
歴
史
博
物
館
は
「
若
狭
の
た
か
ら 

～
知
る
・
ま
も
る
・
つ
な
ぐ
～
」「
若

狭
と
丹
後
を
つ
な
ぐ
も
の
」、
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
史
料
館
は
「
一
乗
谷
と
越
前
焼
」、
福

井
県
立
美
術
館
は
「
岩
佐
又
兵
衛
展
」、
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
は
「
大
坂
の
陣
と

福
井
藩
」「
福
井
の
仏
像
」、
敦
賀
市
立
博
物
館
は
特
別
展
「
大
谷
吉
継
と
西
軍
の
関
ヶ

原
」
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
た
。 

 
以
上
、
個
人
史
、
抜
刷
な
ど
割
愛
し
た
資
料
や
、
漏
れ
た
資
料
に
つ
い
て
は
お
許

し
い
た
だ
き
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


